
上／新規就農も支援。研修風景。右上／居住しながらリモートワーク。〈お試しサテライト
オフィス〉は1週間から利用可能。右下／家族で移住する方には、子育て支援住宅も。

上／町を深く知るために、贈り物も届く。右上／移住者も多く、活気ある町。毎年7月にはイ
ベント「森ジャム」が。右下／アイスキャンドル発祥の地といわれ、冬は家の前に並ぶことも。

上／1時間利用から年間契約まで。〈かみしほろシェアオフィス〉（www.kamishihoro.work）。
右上／新たなランドマーク〈道の駅　かみしほろ〉。右下／道の駅のインフォメーションで相談。

上／釧路湿原国立公園もすぐそばに。右上／賛同する民間事業者は、計43社も。マンスリー
マンションをはじめ選択肢も多い。右下／8月は「くしろ市民北海盆踊り」が開催される。

上／農業体験は、通年で実施。夫婦での参加も歓迎！　右上・右下／体験や研修時の滞在に
は、3年前に建設された〈しりうち地域産業担い手センター〉を利用することができる。

上／東京の編集者と考えた、新鮮なビジュアル。明治15年に敷設された駅をフィーチャー。
右上／表紙には〈山﨑ワイナリー〉が。右下／ユニークなインスタグラムの投稿を公開。

上／〈丘のまち交流館　ビ・エール〉内には、サテライトオフィスもある。右上／テレワー
クの拠点となる体験住宅。右下／居住体験住宅〈セカンドホームびえい〉。

上／〈暮らし体験館〉では、東川町の工房で作られた家具も使用。右上／キトウシ展望台か
ら望んだ、東川町の全景。右下／地場産木材を使用した東川小学校など、子育て環境も魅力。

移住に興味を持つ人が増えている昨今、自治体の取り組みも進化している。
地域の魅力を生かした新たな提案が次 と々！　広い北海道、じっくり探してみては。

いまこそ夢を現実に！    先進的な移住への取り組み。

自治体と起業家育成を推進する民間事業体〈エーゼロ厚真〉が連携
して、起業する人をサポート。地域おこし協力隊の3年間で、地元に
なじみながら目標に向かって勉強し、結果的に定住するという仕組
み。今年は初の卒業生が2名。馬で木材等を搬出する“馬搬（ばはん）”
という技術を使った林業と、国内外での流通業に就くことに。

この町ならではの挑戦をサポート。
学ぶことで可能性はさらに広がる

ローカルベンチャースクール 厚
あつま

真町

Information

ローカルベンチャースクールの詳細はHP（www.
a-zero.co.jp/lvslll-atsuma-lvs#）に。移住情報
は、厚真町のHP（www.town.atsuma.lg.jp）に。

大人気の移住準備プロジェクト。コロナ禍以降にスタートしたが、
この内容が楽しい。オンライン移住相談のみならず、プロジェクト
加入者を“移住同期”と呼んで交流会を開催したり、毎月下川らしい
贈り物が届いたり。ほかにも先輩移住者とつながるイベントもある
などワクワクする内容で、すでに何名も移住しているそう。

疑問や不安もオンラインで解決。
時代に合わせた魅力的なシステム

「1年後移住するぞ !」プロジェクト

Information

「1年後移住するぞ！」プロジェクトをはじめ、下川
町への移住に関する問い合わせは、移住専用の
HP『タノシモ』（shimokawa-life.info）から。

NPO法人〈上士幌コンシェルジュ〉が、移住ワンストップ窓口とし
て的確にアドバイス。活発な移住者交流でも定評があり人気が高い
上士幌町が、またまた進化。昨年7月には、ネット環境や会議室を備
えたシェアオフィスが完成。昨年6月にオープンした〈道の駅　か
みしほろ〉では、土・日・祝日含めいつでも移住相談が可能に。

人気移住先として名高い町では、
大自然の景観の中で会議ができる

シェアオフィス 上
かみしほろ

士幌町

Information

上士幌町への移住に関する情報は、移住促進オ
フィシャルサイト『移住.com』（www.i jyuu.
com）をチェック。

全国の天気予報で札幌と並んで登場する釧路。「夏でもそんなに涼し
いの？」と興味を持った都会の人に向けて、長期滞在用の物件を紹
介する窓口を設けたことから需要が増え、道内の「ちょっと暮らし」
利用者数1位という結果が続いている。リピーターも多く、移住につ
なげる人も。最近はリモートワークの拠点としても注目されている。

避暑を目的に、道内外から！
気軽な長期滞在がますます人気に

長期滞在

Information

「長期滞在」に関する問い合わせは、釧路市 総合
政策部 市民協働推進課（☎0154-31-4538）へ。

ニラやトマトの産地として有名な知内町は、新規就農を目指す移住
者を丁寧にサポート。最低2泊3日の農業体験の後に2、3年の研修に
入るが、希望次第では、町内計7社の農業法人で正社員として働きな
がら学ぶことができる。期間が限定されないので“居抜き就農”を待
つこともでき、独立時の初期投資が抑えられるという利点も。

地元の農業法人と手を組んで
リスクを負わずに就農できる道を

新規就農支援 知
しりうち

内町

美瑛町

Information

農業体験や就農研修に関する問い合わせは、知内
町地域担い手育成センター（☎01392-5-6161）
まで。

グラフィカルなデザイン、感度の高い移住者の紹介etc.。いままでと
は異なる “みかさぐらし”を提案し、40代以下の子育て世帯にアピー
ル。札幌からも富良野からも車で約1時間、ここならではのライフス
タイルが、いまの時代にいかにマッチしているかを実感できる。人
が変われば、地域もより魅力的に。そんな期待まで膨らんでくる。

ターゲットを絞った新たな提案が
魅力的なまちづくりにもつながる

移住ハンドブック 三笠市

Information

移住ハンドブックは、希望者に郵送。HPではPDF
版も閲覧可。詳細は『みかさぐらし』（www.city.
mikasa.hokkaido.jp/mikasalife）に。

豊かな自然と、おいしい水。空港からも近く、2拠点生活が叶う町と
しても注目の東川町。今年は、子育て環境に惹かれて移住を決めた
家族が、すでに2組。仕事がある旦那さんを東京に残し、奥さんと子
どもが先に移住する、名付けて「逆単身赴任」。旦那さんの航空運賃
を助成するなど、自治体の柔軟な対応も人気の秘密だ。

ニーズに合わせてフレキシブルに
一歩も二歩も先を行く移住先進地

逆単身赴任 東川町

Information

東川町の移住に関する情報は、東川町役場のHP
内（town.higashikawa.hokkaido.jp）から。

テレワークに必要な環境を知るために、昨年テレワークモニターを
実施。市街地にある5LDKの住宅で、都市部で働く個人、NPO法人、
企業など6団体が、各1か月間滞在した。今年はその意見をもとに、理
想的な環境を整えていく予定。また、セカンドホームという名の移住
体験住宅がある美瑛町。まずは別荘気分で始めてみるのもいい。 

“パッチワークの丘を眺めつつ
都会感覚で仕事” が実現可能に

テレワーク

Information

テレワークや移住体験住宅に関する問い合わせ
は美瑛町 まちづくり推進課 移住定住推進室（☎
0166-74-6171）まで。

下川町

釧路市

＊今回ご紹介した以外にも、多くの移住情報が『北海道で暮らそう！』（www.kuraso-hokkaido.com）でご覧いただけます。 ＊北海道でのワーケーションに関する相談は、HP（hokkaido-work-vacation.com）へ。15 14


